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[松田]



本調査の背景

1. 特別な教育課程の設置等、CLD属性の生徒の高校への受
け入れ整備が進む中で、生徒に対する日本語指導の具体
的な内容や評価のための基礎研究が求められている。

2. 彼らの日本語の習得過程、遂行能力の把握のためには、
まず、日本語を母語とする高校生が日本語でできること
を把握する必要がある

3. 高校生の日本語作文について、タスク別に幅広い地域で
収集された作文データベースは管見の限りない。

[松田]



本発表の目的

● 文部科学省の委託事業において高校生の日本語母語話者の作文
データを収集・テキスト化し、500作文を検索可能な状態にし
て公開した

● 日本語を母語とする高校生の作文データベース検索

https://sakubundb.tufs.ac.jp/

● 本発表ではこの使用方法と活用例を紹介し、活用可能性につい
て議論したい

[松田]



2.データベースに収集されている作文について

８校
2502本

ナ: 515本
説: 482本
意: 459本
課: 526本
描: 520本

６校
1171本

ナ: 233本
説: 254本
意: 264本
課: 272本
描: 148本

５校
885本

ナ: 142本
説: 153本
意: 159本
課: 192本
描: 239本

約300作文約100作文

各課題100
作文

選定方針

・岐阜300,大阪100,神奈川100:500
・基本的に全ての高校から均等に収集
・全て1年生のデータ
・テキストサイズが分散するよう選択
（最大1688文字、最小42文字、平均614文字）

・個人が特定されない作文を選択

約100作文

[嶋原]



本調査で使用した５つの作文課題とプロンプト

プロンプトジャンル

インターネットでエッセイを募集しています。あなたは、ペンネームで応募し
ます。テーマは「これまでの人生で自分を変えたできごと」です。小さなこ
とでもいいので、自分の体験をもとに書いてください。タイトルも考えて作文
を書いてください。

ナラティブ

あなたは「高校生の意見」という作文コンクールに応募することになりました
。テーマは、世の中（例えば、世界の国々や日本の政府）、学校、地域などに
対して「変わってほしい・変えたいこと」です。タイトルも考えて作文を書
いてください。

意見文

あなたがよく知っている地域（日本、その他の国、あなたが住んでいる/いた

町や都道府県など）を一つ選び、そこに行ったことがない人達にその地域の魅力
を紹介する文章を書いてください。タイトルも考えて作文を書いてください。

説明文

[嶋原]
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[嶋原]



作文データの例 [嶋原]描写文



3. 作文検索インターフェース 主な機能

[1]課題による作文の絞り込み機能

[2]文字数による絞り込み機能

[3]単語、文字列による検索機能

[4]作文のアンケートの設問による絞り込み機能

https://sakubundb.tufs.ac.jp/

[松田]



3. 作文検索インターフェース

絞り込み機能

[1] 課題番号
[2]文字数
[4] 生徒の作文に対する意識アンケート

[3] KWIC文字列検索機能

[松田]



3. 作文検索インターフェース

検索結果表示機能

・生徒のアンケート結果
・執筆時間情報
・作文タイトル
・作文テキスト

・テキスト化した際のメ
モ
・文字数

ダウンロード機能

・文字化テキスト
・手書きPDFファイル

[松田]



4. 使用可能性と利用例

4.1 ライティング授業やライティング指導での活用可能性

● ライティング授業での活用が可能

● ピアレビューの前に行う教師によるレビューの対象とし

て使用する

● 教師教育において、アセスメントの評価基準の検討の際

のサンプルとしても有用

[佐野]



4. 使用可能性と利用例

4.2日本語使用状況の分析

課題ごとにどのような単語や品詞が使用されているか

例） 課題１描写 作文の接続詞の使用状況

800字以上（25作文）400字以下（26作文）

しかし、また、そして、だから、だが、一方、次に、でも、では、

まずは、例えば、こうして、そこで、つまり、あるいは、ただ、だ

からこそ、ですが、もしくは、よって、いや、が、けれど、さて、

すなわち、そうして、そうなると、そしたら、そもそも、それとも

、それにしても、ただし、だけど、ところで、なぜなら、なので、

にもかかわらず、逆に

しかし、しかも、たとえ

ば、つまり、ならば

[松田]



4. 使用可能性と利用例

4.3 意識と作文の関係の分析

アンケート結果と文字数との相関を見ることができる。

例：作文の得意/不得意の意識
● 「苦手」と答えた生徒が175名（35%）で最も多い
● 「得意」と答えた生徒は8名。
● 文字数との相関は相関係数0.34で弱い相関

→全体的に苦手意識を持っている生徒が多い

[松田]



5. 検索してみよう

[1] 作文課題「描写」で絞り込んで、pdf、txtをダウンロードしてみよう

[2] 文字列検索機能で「前」を調べてみよう

[3] 短単位検索で 品詞「名詞-普通名詞」書字形「前」を調べてみよう

[4] 短単位検索で 品詞「接続詞」文字数「0~200字」で調べてみよう

短単位検索で品詞検索の場合[4]は、該当する作文だけが出力される

短単位検索で書字形を指定した場合[3]は、該当する作文と、その下にコンコーダンスが出

力される

[阿部]

https://sakubundb.tufs.ac.jp/



Q&A

[全員]



詳しくはこちらをご参照ください

2022（令和4）年度〔文部科学省委託〕高等学校等における日本
語能力評価に関 する予備的調査研究事業 【報告書】

http://www.tufs.ac.jp/blog/ts/g/cemmer/itaku/20224-1.html

表紙・⽬次・はじめになど
第⼀部︓提案編 外国⼈⽣徒等の「ことばの⼒」を公正にとらえるために
第⼆部︓資料編 予備的調査報告

⽇本語を⺟語とする⾼校⽣の作⽂データベースとその使⽤⽅法について
⽇本語を⺟語とする⾼校⽣の作⽂データベース

[佐野]


